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＜連絡事項＞

・栄養より～現在古い食事発注画面と新しい食事発注画面の２箇所に食数を入力していますが、一昨日の夕食発注より新食事発注画面へ切り替えます。周知・徹底お願いします。尚、古い食事発注画面は使用不可となります。
・治療プログラム担当より

回覧方法・宛て先→方法は今までと変更はありません。

　　　　　　　　　　宛先は各病棟（東西南北）・各SGMとJGM・田村直樹さん・諏訪安信さん、佐藤AOMへ

プレミーティング→各病棟代表1名ずつの参加（代表が病棟スタッフへ報告する）

　　　　　　　　　　9：00からの開始とし、5～10分以内で終了出来る様に的確に行い、

　　　　　　　　　　司会は今まで通り、各病棟で実施する

アフターミーティング→今までのアフターはなくなります。治療プログラムレク担当者が月1で会議を行い、各病棟での意見を検討していきます。

※毎月第4週の月曜日　16：00から西病棟Ａユニットにて

＜患者様連絡事項＞

・出河　攻様～口腔内の充血や舌のビリビリ感の訴えあり、臨時薬が処方となっていましたが、本人に疼痛について問うと「もういい」との事で、その旨主治医へ伝えています。本日の就床前で飲みきり止めとなっています。

・山田　隆雄様～手指の乾燥見られている事から、ウレパールクリームが外用処方となっていましたが、現在も乾燥見られている為、安ヶ平Ｄｒより同内容を処方して頂いています。

・木村　義重様～排便コントロールの為安ヶ平Ｄｒよりシンラック液が一本処方となっています。引き続き、排便状況の観察・水分補給・腹部マッサージを適宜行っていきましょう。

・中川原　義雄様～左肩の疼痛の訴え聞かれており、ナパゲルン軟膏が一本処方となっています。

・小林　満様～本日外泊訓練に行かれています。外泊前より「ただ髪切ってくるだけだし、親父が傍で（お酒）飲んでたら病院に帰ってくるかな」と不安感聞かれていました。10：10外泊の為出棟。13：00ご家族（母）より電話あり、「本人が今日は家に泊まらずに、病院に帰りたいって言ってる」、「さっきスーパーに入ろうとして、連れてきました（以前本人が万引きをした事がある為）」、「できるのであれば今日は帰らせたい」との事で、主治医へその旨報告しています。本日は外泊せずに当院に帰院する様指示あり、ご家族へ伝えています。14：00ご家族と一緒に帰院されています。帰院後、本日の外泊について本人と振り返りを行い、「妹が見ていたから飲まずにいられた」「やっぱり飲んでいたかもしれない」と話されています。明日（5/18）再度ミーティングを行い、外泊についての振り返りを行っていく予定となっています。帰院後は特に変わった様子は無く、日課に取り組んでいます。

・巴　勇樹様～本日退院前訪問指導行っています（鳥谷部ＮＳ・末政ＳＷ付き添い）。今

回二度目の実施で、昨晩は眠れたとの事で緊張していない様子です。本日9：30～5/1815時まで外泊予定となっています。

　目的
1 バスの利用→主に運賃の支払い

2 生活環境の確認

3 将来の展望について

4 服薬管理について

結果

1 バスの乗り継ぎは問題無いが、障害者手帳により運賃は半額となるが指示通り支払っている。

2 主に居間で過ごすが、自室へ行きゲームをしている事が多いとの事。又、外泊中は起床、就床、食生活が不規則になりがちとの事。

3 退院後はデイケアを月～金曜日まで毎日通い、生活リズムを整えて欲しい

4 前回退院後は、服薬ボードを利用し、服薬管理出来ていた。単独での外出・泊についても説明し、今後は外泊等で1人でバスを利用し自宅へ帰り、病院へ戻る際はご家族が送迎するという方向で決める。

＜日常生活支援プログラム評価・検討＞

・西川　和恵様～ベッド周囲に空き缶やゴミ類が置いてあり、声掛け要しています。リネン類は整理出来ています。引き続き、自室のチェックを行い、必要時子掛けを行っていきましょう。

・中村　マス様～ベッドに衣類や新聞が置いてあり、乱雑さ見られています。声掛けにて整理出来ています。引き続き、定期的な確認を行い、必要なもの・必要でないものを分別していきましょう。

・八森　正様～ごみ捨てが出来ておらず、介入要している。チェスト上の乱雑さは見られず、きれいに保つこと出来ている。シケモクを暖房に干す事がありますので、引き続き、声掛けを行っていきましょう。

　

※日常生活支援・身辺整理は9：00に実施していましたが、治療プログラムのミーティン

グ時間に伴い、実施時間について今後検討していく事としています。

